
か
わ
か
み
一た
か
し
　
１
９
５
５
年
、
熊
本
県
生
ま
れ
。
拓
殖
大
学

一

外
事
情
研
究
所
所
長
¨
大
阪
大
学
博
士
（国
際
公
共
政
策
）
。
フ
レ
ッ

一

ャ
ー
ス
ク
ー
ル
外
交
政
策
研
究
所
研
究
員
、
世
界
平
和
研
究
所
研

一

額
続
裂
瀬
縦
噺
論
訓
蹴
が
継
晰
醐
蹴
鋼
一
馴
離
麒
鮮
蹴
導
郡
励
蝦
森

一

房
）
「
ト
ラ
ン
プ
後
の
世
界
秩
序
只
東
洋
経
済
新
報
社
）
な
ど
。　
　
¨

■
ロ
ロ
プ
「米
朝
首
脳
会
談
中
止
」
で
個
喝
し
た
が
…

ド
ナ
ル
ド

・
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
は

２２
日

（米
国
時
間
）
、

「特
定
の
条
件

が
実
現
し
な
け
れ
ば
、
米
朝
首
脳
会
談

（６
月
１２
日
）
は
行
わ
れ
な
い
。

（会

談
中
止

・
延
期
に
踏
み
切
る
可

能
性
も
）
十
分
に
あ
る
」
と
語

っ
た
。

ラ
ン
プ
氏
は
北
朝
鮮
と
と
も

に
、
韓
国
も
桐
喝

（
ど
う
か

ト
ラ
ン
プ
氏

（有
）
は
、
文
氏

一

（左
）
と
の
米
韓
首
脳
会
談
で

一

「米
朝
首
脳
会
談
の
中
止
」
を

一

示
唆
し
た
＝
２２
日
、
ホ
ワ
イ
ト

ハ
ウ
ス

（
ロ
イ
タ
ー
）

つ
）
し
た
の
で
あ
る
。

「従
北
」
の
文
氏
は
、
北
朝
鮮
の
金

正
恩

（キ
ム

ｏ
ジ
ョ
ン
ウ
ン
）
朝
鮮
労

働
裳
委
員
長
と
と
も
に

「朝
鮮
半
島
の

非
核
化
」
を
目
指
し
て
い
る
。
そ
れ

は
、
中
国
や
北
朝
鮮
が
望
む

「在
韓
米

軍
の
撤
退
」
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。

韓
国
は
現
在
、
北
朝
鮮
と
と
も
に
米

朝
首
脳
会
談
を
成
功
さ
せ
、

「朝
鮮
半

島
の
非
核
化
」
に
向
け
て
邁
進

（ま
い

■
８
年
内
に
朝
鮮
戦
争
を
終
戦
し
、
停

戦
協
定
を
平
和
協
定
に
転
換
す
る
」
と

い
う
、

「
板
門
店

（
パ
ン
ム
ン
ジ

ョ

ム
）
宣
言
」
に
署
名
し
た
。

こ
の
直
後
、
韓
国
の
文
正
仁

（ム
ン

ｏ
ジ

ョ
ン
イ
ン
）
大
統
領
特
別
補
佐
官

は
、
米
外
交
専
門
誌

「
フ
ォ
ー
リ
ン

¨

ア
フ
ェ
ア
ー
ズ
」
に
、
平
和
協
定
締
結

後
は

「在
韓
米
軍
の
駐
留
を
正
当
化
し

に
く
く
な
る
」
と
寄
稿
し
た
。

韓
国
大
統
領
府
は

「
政
府
見
解
で
は

０
０
０
人
の
在
韓
米
軍
の
存
続
意
義
は

喪
失
す
る
。

米
朝
首
脳
会
談
に
つ
い
て
、
ダ

ニ
エ

ル

・
ラ
ッ
セ
ル
元
米
国
務
次
官
補
は
、

ト
ラ
ン
プ
氏
と
正
恩
氏
は

「核

・
ミ
サ

イ
ル
問
題
」
だ
け
で
な
く
、
平
和
協
定

や
国
交
正
常
化
、
経
済
マ
援
な
ど
幅
広

い
テ
ー
マ
を
議
題
と
す
る
だ
ろ
う
と
推

測
し
て
い
る
。

米
朝
が

「あ
い
ま
い
な
合
意
」
を
し

た
場
合
、
米
本
土
に
到
達
す
る
大
陸
間

し
ん
）
し
て
い
る
。
そ
の
融
和
政
策

は
、
北
朝
鮮
が
韓
国
を
抱
き
込
み
、

「南
北
朝
鮮
統

一
」
へ
と
流
れ
か
ね
な

い
勢
い
で
あ
る
。

ト
ラ
ン
プ
政
権
は
現
時
点
で
は
い
北

朝
鮮
に

「完
全
か
つ
検
証
可
能
で
不
可

逆
的
な
非
核
化
」

（Ｃ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
）
を
突

き
付
け
て
い
る
が
、
も
し
、
米
朝
首
脳

会
談
で

「あ
い
ま
い
な
合
意
」
を
す
れ

ば
、
ど
う
な
る
の
か
。

文
氏
と
正
恩
氏
は
、
南
北
首
脳
会
談

で

「朝
鮮
半
島
の
非
核
化
」
と

「
２
０

な
い
」
と
火
消
し
に
追
わ
れ
た
が
、
米

国
と
す
り
合
わ
せ
の
上
に
発
表
さ
れ
た

観
測
気
球
の
可
能
性
が
十
分
あ
る
。

現
に
、
ニ
ュ
■
ヨ
ー
ク

・
タ
イ
ム
ズ

は
５
月
３
日
、

「ト
ラ
ン
プ
氏
が
、
在

韓
米
軍
の
規
模
削
減
を
検
討
す
る
よ
う

国
防
総
省
に
指
示
し
て
い
る
」
と
報
じ

た
。
平
和
協
定
締
結
と
な
れ
ば
国
連
軍

は
解
体
さ
れ
、
米
韓
連
合
司
令
部
の
作

戦
統
制
権
は
韓
国
に
戻
さ
れ
る
。
米
朝

友
好
条
約
が
締
結
さ
れ
（
北
朝
鮮
が
米

韓
の
脅
威
で
な
く
な
れ
ば
、
約
２
万
８

弾
道
弾

（Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
）
は
廃
棄
さ
れ
る

が
、
北
朝
鮮
の
現
有
す
る
１０
～
１５
発
の

核
と
、
日
本
に
到
達
す
る
中
距
離
弾
道

ミ
サ
イ
ル

（
Ｉ
Ｒ
Ｂ
Ｍ
）
は
温
存
さ
れ

る
危
険
が
あ
る
。

日
本
は
、
北
朝
鮮
の

「核
の
脅
威
」

に
お
び
え
る
こ
と
に
な
る
。

「独
自
核

武
装
へ
の
道
」
し
か
選
択
肢
が
な
く
な

る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
ト
ラ
ン

プ
氏
が
踏
ん
張
り
き
れ
な
け
れ
ば
、
日

本
に
と

っ
て

「最
悪
の
シ
ナ
リ
オ
」
と

な
る
。


